
新聞のコラム欄に次の記事があった。
『世界各国の国民性を表したジョークの一つに「沈没船」がある。沈没

しかかっている豪華客船で船長が各国の人を海に飛び込ませるために放っ
た言葉とは？アメリカ人には「飛び込めば英雄ですよ」。イギリス人には「紳
士はこういう時に飛び込みます」。ドイツ人には「飛び込むのが規則です」。
フランス人には「飛び込まないでください」。そして日本人には「みんな飛
び込んでますよ」。』
これを読んで思い出したことがある。記憶はかなり曖昧だが、かれこれ

４０年前、アルバイト先の珠算塾の講師８名？でアメリカのロサンジェル
スに卒業旅行に行った（なんと旅費の半分は塾長が出してくれた）。夕食で
カジュアルなレストランに入った。最初の人が「ハンバーグステーキ？」
を頼んだところ、残りの人たちも「Me too」と次々に注文した。私も何も
考えず手を挙げた。すると、ウェイターさんが突然笑い出したのだ。現地
に住む塾長の友人によると「なんでみんな同じなんだ。他にもいろいろあ
るからちゃんと選んで注文しなよ。」と言っているとのこと。
この「右にならえ」の状況が大変不思議に感じたらしい。その後、いくつ
もの名所を訪ね興奮の連続だったが、この体験が印象的に残っている。
実はこの話、私が教員なりたての５月に初めて全校生徒の前で話した講

話？である。話に続きがある。「私はこの旅行の後心がけていることがあり
ます。例え他の人がカレーライスを注文したとき、口では『ぼくも』と言
いますが、心の中で『ぼくはカレーライス』と叫びます。」爆笑された。し
ばらくの間、校長先生をはじめとする先生方にも生徒にも温かく？いじら
れた。
「わたしも」「ぼくも」は集団を意識し発する時の重宝な言葉であるが、

見方を変えるとあまり深く考えず周りに同調し、自分の責任を薄めるため
の言葉にもなりうる。カレーライスの例は今考えても「よく全校の前で話
せたものだ。」と恥ずかしく思うが、自分で考え、判断した上での責任を持
った「Me too」を意識している自分がいたことを再認識できた。小さな喜
びである。

校長 後藤 勝行
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2月号
学校教育目標
１ 自ら学ぶ生徒
２ 思いやりのある生徒
３ 心身を鍛える生徒

スローガン

未来を拓け
ＮＥＸＴ彦成！

学校行事予定
２月の予定

２日(火) 節分(３７年ぶりの２日)
３日(水) 生徒専門委員会
９日(火) ３年期末テスト１日目

１，２年実力テスト
10日(水) ３年期末テスト２日目 校長講話
11日(木) 祝日：建国記念の日
12日(金) 英検２次対策
1３日(土) 数学検定

15日(月) 県公立願書等提出

16日(火) 県公立願書等提出

18日(木) 新入生説明会

19日(金) 校内研修

21日(日) 英語検定２次試験
25日(木) １・２年期末テスト１日目

26日(金) ３年県公立学力検査

１・２年期末テスト２日目

３月の予定
1日(月) ３年県公立実技検査・面接
3日(水) 生徒専門委員会

３年埼玉県特別追検査

8日(月) 県公立入学許可候補者発表
11日(木) ３年給食最終日

12日(金) ３年埼玉県特別追検査

15日(月) 卒業証書授与式

16日(火) 1年公開授業・保護者会

17日(水) 2年公開授業・保護者会

18日(木) 給食終了

20日(土) 春分の日

26日(金) 修了式

GIGAスクール構想とは、児童生徒1人1台の学習
者用端末と、高速大容量の通信ネットワークを一体
的に整備する構想のことで、子どもたちの未来を見
据え、創造性を育む教育ICT環境の実現に向けた
政策が推進されています。
三郷市でも「ＧＩＧＡ３プロジェクト」としてすべての

生徒へタブレットが支給支給されます。その準備とし
て、タブレット収納ケースの設置、無線等の工事が
完了しました。タブレットを使用した授業が進むにつ
れ、今後の授業改革も進んでいきます。

1月21日に学校評議員会・学校評価委員会が開
催されました。コロナ過の中、学校に来校いただき
貴重なご意見たく
さんいただきまし
た。いつも学校を
見守りいただきあり
がとうございます。
これからの学校運
営に生かさせてい
ただきます。

1月25日（月曜日）の給食は、彦成中生のリクエ
スト献立でした。豚
汁、のり玉、ししゃ
も磯部フライとは、
なかなか粋なリク
エストでした。

緊急事態宣言中、学校内では様々な感染対策を
しております。一日でも早く、楽しい給食の時間にし
たり、制限のない生活に戻りたいものです。

在籍生徒数 １/1現在

１年生 ２年生 ３年生 計
48 77 64 １88


